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加硫活性剤ノックマスタ ー EGS

ノクセラ ー D との比較①

(6) 

過去に，EGSは，シリカ配合ゴム に対して有効に作用
し，加硫速度 を速め，かつ引張応力の高い加硫ゴムが得ら
れることを 紹介した1

.
2

). 今回は，CZに二次加硫促進剤と
してD を使用した加硫系と CZにEGSを併用した加硫系の
比較を 行った．

表lに加硫試験とム ー ニ ー スコ ー チの結果を示した．

Vmは，EGSを併用することにより若干低下し，加工性の
改良が認められる ． 図lに加硫仙線を示した. D, EGS共
に増量することで，加硫速度が速くなる ．

EGSは，Dの2倍量使用することで，Dと同程度のスコ
ー チ，加硫速度が得られる．

次回加硫ゴムの物性 について紹介する ．

実験

1. 配合
JSRl 723 137.5, 酸化亜鉛5, N220 10, シリカ※ 1 60,
ステアリン酸2, アロマ系オイル ※2 10, 6C 1, サンノ
ック2, 硫黄1.5, CZ 1.5, 試料 （図，表中に記載）

※1COUPSIL 8113;Si69で処理したシリカ（エボニック
デグサ ジャパン（株））

※2VIV A TEC 500 (スタ ーリーオイル （株））
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2. 試験項目
(1)加硫試験； 160℃,
(2)ム ー ニ ー スコ ー チ 試験； 135℃,

レオメ ータ ー MDR2000
ML 

表l
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ここ に記載した内容は，細心の注意を払って行った試験
に基づくものでありますが，結果をすべて確実に保証する
ものではありません ．
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加硫曲線(160 ℃測定）

加硫試験とムー ニ ー スコ ー チ試験

試料 配合量
[phr] 

加硫試験(160℃) ム ー ニ ー スコ ー チ
ML 135℃

IVIH (30) 

[dN·ml 
M1 

[dN·m] 
tc (10) 
[min] 

tc (90) 
[min] Vm t5 

[min] 

___ ? ランク ---------------1-------�-�'.�----------------�:�_________________ 4:7 ________________�_011 _______ 1--------� り ＿――______ ?�'.6 

0.25 11.4 1.8 5.4 18.3 35 32.0 
D 0,50 11.9 1.9 5.3 16.3 35 29.5 

__________________________ 1:o_�-------1― ---�-�'.�----------------�:�---------------- -�:� ―---------------� 竺＿――----j--------
3-�----------------�-�?_____ 

0.50 11.5 1.7 5.3 17.9 33 30.0 
EGS 1.00 
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